
サーバーの管理

この章は、次の内容で構成されています。

•サーバのブート順（1ページ）
•電力ポリシーの設定（20ページ）
• DIMMのブラックリスト化の設定（44ページ）
• DIMMのブラックリストのイネーブル化（44ページ）
• BIOSの設定（45ページ）
• BIOSプロファイル（47ページ）
•セキュアブート証明書の管理（52ページ）
•前面パネルの動的温度しきい値の設定（57ページ）
•永続メモリモジュール（58ページ）

サーバのブート順
Cisco IMCを使用して、使用可能なブートデバイスタイプからサーバがブートを試行する順序
を設定できます。レガシーブート順の設定では、Cisco IMCによりデバイスタイプの並び替え
が許可されますが、デバイスタイプ内のデバイスの並べ替えはできません。高精度ブート順の

設定により、デバイスの線形順序付けができます。Web UIまたは CLIでは、ブート順および
ブートモードの変更、各デバイスタイプ下への複数のデバイスの追加、ブート順の並び替え、

各デバイスタイプのパラメータの設定ができます。

ブート順の設定を変更すると、Cisco IMCは、サーバが次にリブートされるときに、設定され
たブート順を BIOSに送信します。新しいブート順を実装するには、設定の変更後にサーバー
をリブートします。新しいブート順は以降のリブートで反映されます。設定されたブート順

は、設定が Cisco IMCまたは BIOS設定で再度変更されるまで保持されます。
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次のいずれかの条件が発生すると、実際のブート順は設定されたブート順と異なります。

•設定されたブート順を使用してブートしようとしたときに BIOSで問題が発生した。

•ユーザが BIOSで直接、ブート順を変更した。

• BIOSが、ホストによって認識されているがユーザーから設定されていないデバイスを追
加した。

（注）

Cisco UCS C220 M5または C480 M5サーバをリリース 4.1 (1x)にアップグレードする場合は、
次の条件に従います。

• 4.0よりも前のリリースからアップグレードする場合 (4x)

• [レガシーブートモード (Legacy Boot Mode)]が有効になっていて、[Cisco IMCのブート
順序 (Cisco IMC Boot Order)]が設定されていない場合

•サーバが Cisco HWRAIDアダプタから起動している場合

その後、アップグレードする前に次のいずれかを実行する必要があります。

•ここに記載されている XML APIスクリプトと UCSCFGベースのスクリプトを実行しま
す。

または

• Cisco IMC GUIまたは CLIインターフェイスを使用して、目的のブート順序を手動で設定
します。

重要

ブート順の設定機能を使用して新しいポリシーを作成する場合、BIOSはこの新しいポリシー
をシステムのデバイスにマッピングしようとします。実際にマッピングされたデバイス名とポ

リシー名が [Actual Boot Order]領域に表示されます。BIOSが Cisco IMCの特定のポリシーに
デバイスをマッピングできない場合は、実際のデバイス名が [Actual Boot Order]領域に
[NonPolicyTarget]として示されます。

（注）
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Cisco IMC2.0(x)のアップグレード中に、レガシーブート順は高精度ブート順に移行されます。
前のブート順の設定が削除され、バージョン 2.0にアップグレードする前に設定されたすべて
のデバイスタイプが対応する高精度ブートデバイスタイプに変換され、ダミーのデバイスが

同じデバイスタイプ用に作成されます。Web UIの [構成されたブート順序 (Configured Boot
Order)]領域でこれらのデバイスを確認できます。CLIでこれらのデバイスを確認するには、
show boot-deviceコマンドを入力します。この間に、サーバーの実際のブート順が保持され、
Web UIと CLIの実際のブート順オプション下で確認できます。

（注）

Cisco IMCを 2.0(x)よりも前のバージョンにダウングレードすると、サーバの最後のブート順
が保持され、それを [Actual Boot Order]領域で確認できます。次に例を示します。

• 2.0(x)バージョンでレガシーブート順でサーバを設定した場合、ダウングレードすると、
レガシーブート順の設定が保持されます。

• 2.0(x)で高精度ブート順でサーバーを設定した場合、ダウングレードすると、最後に設定
したレガシーブート順が保持されます。

• 2.0(x)より前のブート順の設定がレガシーブート順と見なされます。実行中のバージョン
が 2.0(x)の場合、Web UIでレガシーブート順を設定できませんが、CLIおよび XML API
を介して設定できます。CLIで、set boot-order HDD,PXEコマンドを使用してこれを設定
できます。CLIまたはXMLAPIを介してレガシーブート順を設定できますが、Web UIで
は設定されたこのブート順は表示されません。

•レガシーブート順の機能と高精度ブート順の機能は相互に排他的です。レガシーブート
順または高精度ブート順のどちらかを設定できます。レガシーブート順を設定すると、設

定されたすべての高精度ブートデバイスがディセーブルになります。高精度ブート順を設

定すると、レガシーブート順の設定が消去されます。

重要

高精度ブート順の設定

始める前に

サーバのブート順を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。
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ステップ 3 [BIOSプロパティ (BIOS Properties)]領域の [ブート順序の構成 (Configure Boot Order)]をク
リックします。

[ブート順序の構成 (Configure Boot Order)]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。
[Basic]タブ

説明名前

サーバのブートオプション。次の 1つ以上を選択できます。

• HDD：ハードディスクドライブ

• [FDD]：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能な CD-ROMまたは DVD

• [PXE]：PXEブート

• EFI：Extensible Firmware Interface

[Device Types]テーブル

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルに移動しま
す。

>>

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルから削除し
ます。

<<

このサーバーがブートできるデバイスタイプが、ブートが試

行される順番に表示されます。

[Boot Order]テーブル

選択したデバイスタイプを [ブート順序（Boot Order）]テー
ブルで高いプライオリティに移動します。

Down

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプラ
イオリティに移動します。

Up

このページで加えた変更を保存する場合に、このボタンをク

リックします。

変更の保存

変更を保存しないで、または既存の設定を再適用しないで、

ダイアログボックスを閉じます。

[Close]ボタン

[Advanced]タブ

[ブートデバイスの追加 (Add Boot Device)]ペインに次のリンクのリストが表示されます。

•ローカル HDDの追加

• [Add PXE Boot]

• [Add SAN Boot]

• [Add iSCSI Boot
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• [Add USB]

• [Add Virtual Media]

• [Add PCHStorage]

• [Add UEFISHELL]

• NVMEの追加

•ローカル CDDの追加

• HTTPブートの追加

[高度なブート順序構成 (Advanced Boot Order Configuration)]ペインに、追加されたデバイス
が表示されます。適切なボタンを選択すると、次のアクションを実行できます。

• Enableまたは Disable

•修正

• [削除（Delete）]

• [クローン（Clone）]

•再適用

• Move Up

• Move Down

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加さ

れる場合があります。

次のタスク

サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。

ブートデバイスの管理

始める前に

デバイスタイプをサーバのブート順に追加するには、admin権限を持つユーザとしてログイン
する必要があります。

サーバーの管理

5

サーバーの管理

ブートデバイスの管理



手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。

ブート順の説明が示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、[Add Boot Device]テーブルからブート順に追加
するデバイスを選択します。

ローカル HDDデバイスを追加するには、[Add Local HDD]をクリックし、次のパラメータを
更新します。

説明名前

デバイスの名前。

一旦作成すると、デバイスの名前を変更すること

はできません。

（注）

[名前（Name）]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート設定で BIOSから
認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロット。使用可能な範囲のスロッ

ト番号を入力します。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロット。範囲はCシリーズサー
バーに依存します。

• C220M4および C240M4サーバーの場合は、「HBA」を
入力します。

• C460 M4サーバの場合、1～ 255の範囲の値または SAS
を入力します。

•他の Cシリーズサーバの場合、1～ 255の範囲の値また
はMを入力します。

[Slot]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[Add Device]ボタン
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説明名前

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

PXEデバイスを追加するには、[Add PXE]をクリックし、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。状態は次のいずれかになりま
す。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

• C220 M4および C240 M4サーバでは、1から 255の間の
数字、L、またはMLOMを入力します。

• C3160サーバでは 1から 255の間の値を入力します。

• C460M4サーバでは 1から 255の間の値、L1または L2
を入力します。

•他の Cシリーズサーバーの場合は、0～ 255の値または
「L」を入力します。

[Slot]フィールド

ネットワークイーサネットインターフェイスのMACアドレ
ス。

このオプションを使用できるのは一部のCシリー
ズサーバーだけです。

（注）

MACアドレス

デバイスが装着されているスロット。使用可能な範囲のスロッ

ト番号を入力します。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロットのポート。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

[Port]フィールド
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SANブートデバイスを追加するには、[SANブートの追加（Add SAN Boot）]をクリックし、
次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。状態は次のいずれかになりま
す。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロット。範囲はCシリーズサー
バに依存します。

• C220 M4および C240 M4サーバでは、1から 255の間の
数字またはMLOMを入力します。

• C460M4サーバでは 1から 255の間の値、L1または L2
を入力します。

•他の Cシリーズサーバーの場合は、1～ 255の値を入力
します。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロット。使用可能な範囲のスロッ

ト番号を入力します。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロットの論理ユニット。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

[LUN]フィールド

[ブート順序（BootOrder）]テーブルにデバイスを追加し、変
更を保存します。

[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

iSCSIブートデバイスを追加するには、[iSCSIブートの追加（Add iSCSI Boot）]をクリック
し、次のパラメータを更新します。
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説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。状態は次のいずれかになりま
す。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロット。範囲はCシリーズサー
バに依存します。

• C220 M4および C240 M4サーバでは、1から 255の間の
数字、L、またはMLOMを入力します。

• C3160サーバでは 1から 255の間の値を入力します。

• C460M4サーバでは 1から 255の間の値、L1または L2
を入力します。

•他の Cシリーズサーバーの場合は、1～ 255の値または
「L」を入力します。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロット。使用可能な範囲のスロッ

ト番号を入力します。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロットのポート。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

VICカードの場合は、ポート番号ではなく vNIC
インスタンスを使用します。

（注）

[Port]フィールド

[ブート順序（BootOrder）]テーブルにデバイスを追加し、変
更を保存します。

[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

SDカードを追加するには、[Add SD Card]をクリックし、次のパラメータを更新します。

このオプションは一部の UCS Cシリーズのサーバでのみ利用可能です。（注）
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説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート設定で BIOSから
認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

USBデバイスを追加するには、[Add USB]をクリックし、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

特定のデバイスタイプの下位のサブデバイスタイプ。次のい

ずれかになります。

• [CD]

• [FDD]

• [HDD]

[Sub Type]ドロップダウンリ
スト

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド
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説明名前

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

仮想メディアを追加するには、[Virtual Media]をクリックし、次のパラメータを更新します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

特定のデバイスタイプの下位のサブデバイスタイプ。これ

は、次のいずれかになります。

• [KVM Mapped DVD]

• Cisco IMCマップされた DVD

• [KVM Mapped HDD]

• Cisco IMCマップされた HDD

• [KVM Mapped FDD]

[Sub Type]ドロップダウンリ
スト

BIOSによるデバイスの可視性。状態は次のいずれかになりま
す。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[取り消し（Cancel）]ボタン

PCHストレージデバイスを追加するには、[PCH Storage]をクリックし、次のパラメータを更
新します。
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説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

BIOSによるデバイスの可視性。次のいずれかになります。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

デバイスが装着されているスロットの論理ユニット。

• 0から 255までの数字を入力します。

• AHCIモードの SATA：1から 10までの値を入力します。

• SWRAIDモードの SATA：SATAの場合は 0、SATAの場
合は 1を入力します。

SATAモードを使用できるのは一部の UCS Cシ
リーズサーバーだけです。

（注）

[LUN]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[変更を保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

UEFIシェルデバイスを追加するには、[AddUEFI Shell]をクリックし、次のパラメータを更新
します。

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

[名前（Name）]フィールド

サーバーの管理
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説明名前

BIOSによるデバイスの可視性。状態は次のいずれかになりま
す。

• [有効（Enabled）]：デバイスはブート順の設定でBIOSか
ら認識できます。

• [無効（Disabled）]：デバイスはブート順の設定で BIOS
から認識できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

1から nの間の数字を入力します（nはデバイスの数）。

[Order]フィールド

[Boot Order]テーブルにデバイスを追加します。[Add Device]ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

HTTPブートデバイスデバイスを追加するには、[HTTPブートの追加（Add HTTP Boot）]を
クリックし、次のパラメータを更新します：

HTTPブートデバイスでは、次の OS（ISO）がサポートされています：

• SLES 12.x

• RHEL 8.2

• ESX 6.5

次の OS（ISO）は、HTTPブートデバイスではサポートされていません：

• Windows 2016

• Windows 2019

（注）

説明名前

デバイスの名前。

この名前は、デバイスの作成後は変更できません。

1～ 30文字の英数字、-（ハイフン）、_（アンダースコア）
を入力できます。名前をハイフンまたはアンダースコアで始

めることはできません。

[名前（Name）]フィールド

サーバーの管理
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説明名前

BIOSによるデバイスの可視性。Stateには、次のいずれかを
指定できます。

• [有効（Enabled）]—デフォルトオプション。デバイスは
ブート順の構成で BIOSから認識できます。

• [Disabled]：デバイスはブート順の設定で BIOSから認識
できません。

[State]ドロップダウンリスト

デバイスの使用可能なリストにおけるそのデバイスの順序。

デフォルトのオプションは、 1です。
[Order]フィールド

ネットワークイーサネットインターフェイスのMACアドレ
ス。

[MAC Address]フィールド

IPのタイプ。

ドロップダウンリストに表示されている次のいずれかのオプ

ションを選択します：

•なし

• IPv4

• IPv6

デフォルト値は Noneです。

[IPタイプ (IP Type)]ドロップ
ダウンリスト

デバイスが装着されているスロット。使用可能な範囲のスロッ

ト番号を入力します。

以下のリストから必要な値を入力します。

• OCP

• MLOM

• L

• 1～ 255の範囲内のいずれかの数。

[Slot]フィールド

デバイスが装着されているスロットのポート。

0～ 255の範囲内の数を入力してください。

[Port]フィールド

サーバーの管理

14

サーバーの管理

ブートデバイスの管理



説明名前

IP構成の種類。

ドロップダウンリストには、次のオプションが表示されます。

• [なし（None）]

• DHCP

• [静的（Static）]

DHCP IP構成の場合、選択した IPタイプに応じて、次の
フィールドが表示されます：

• MACアドレス（MAC Address）

• IPタイプ

•スロット

• [ポート（Port）]

静的 IP構成の場合、選択した IPタイプに応じて、次のフィー
ルドが表示されます：

• URI

• IP Address

• IPv4ネットマスクまたは IPv6ネットマスク

• IPv4ゲートウェイまたは IPv6ゲートウェイ

• IPv4優先 DNSサーバーまたは IPv6優先 DNSサーバー

[IP構成タイプ (IP Config
Type)]ドロップダウンリスト

ユニフォーム情報技術識別子 HTTPサーバーパスの場所。

1〜255文字の入力ができます。

URIフィールド

変更を保存し、デバイスをブート順序表に追加します。[変更の保存（Save Changes）]
ボタン

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存

せずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

UEFIセキュアブートの概要
オペレーティングシステムをロードし実行する前に、ロードおよび実行前のすべてのEFIドラ
イバ、EFIアプリケーション、オプション ROMまたはオペレーティングシステムが確実に署
名され信頼性と整合性が確認されるために、Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）のセ
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キュアブートを使用できます。Web UIまたは CLIを使用して、このオプションをイネーブル
にできます。UEFIのセキュアブートモードをイネーブルにすると、ブートモードは UEFI
モードに設定され、UEFIのブートモードがディセーブルになるまで、設定されているブート
モードを変更できません。

サポートされていない OSで UEFIセキュアブートをイネーブルにすると、次の再起動時に、
その特定の OSから起動することはできません。前の OSから起動しようとすると、Web UIの
システムソフトウェアイベントの下にエラーが報告され記録されます。前の OSから起動す
るには、Cisco IMCを使用して UEFIセキュアブートオプションをディセーブルにする必要が
あります。

（注）

また、サポートされていないアダプタを使用すると、Cisco IMCSELのエラーログイベントが
記録されます。エラーメッセージが次のように表示されます。

System Software event: Post sensor, System Firmware error. EFI Load Image Security Violation. [0x5302]
was asserted .

重要

UEFIのセキュアブートは次のコンポーネントでサポートされます。

種類コンポーネント

• Windows Server 2019

• Windows Server 2016

• ESX 6.7

• ESX 6.5

• ESXi 7.0

• Linux

サポートされている OS

• 5709デュアルおよびクアッドポートアダ
プタ

• 57712 10GBASE-Tアダプタ

• 57810 CNA

• 57712 SFPポート

Broadcom PCIアダプタ

• i350クアッドポートアダプタ

• X520アダプタ

• X540アダプタ

• LOM

Intel PCIアダプタ
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種類コンポーネント

• 8362デュアルポートアダプタ

• 2672デュアルポートアダプタ

QLogic PCIアダプタ

Fusion-io

• LSI MegaRAID SAS 9240-8i

• LSI MegaRAID SAS 9220-8i

• LSI MegaRAID SAS 9265CV-8i

• LSI MegaRAID SAS 9285CV-8e

• LSI MegaRAID SAS 9285CV-8e

• LSI MegaRAID SAS 9266-8i

• LSI SAS2008-8i mezz

• LSI Nytroカード

LSI

UEFIセキュアブートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [ブート順序の設定（Configure Boot Order）]タブの[BIOSのプロパティ（BIOS Properties）]
領域で、[UEFIセキュアブート（UEFI Secure Boot）]チェックボックスをオンにします。

オンにすると、ブートモードがUEFIセキュアブートに設定されます。UEFIセキュ
アブートオプションがディセーブルになるまで [Configure Boot Mode]は変更でき
ません。

（注）

RFD（Reset Factory Default）の場合は、UEFIセキュアブートを再度有効にする必
要があります。

（注）

サポートされていない OSで UEFIセキュアブートをイネーブルにすると、次の再起動時に、
その特定の OSから起動することはできません。前の OSから起動しようとすると、Web UIの
システムソフトウェアイベントの下にエラーが報告され記録されます。前の OSから起動す
るには、Cisco IMCを使用して UEFIセキュアブートオプションをディセーブルにする必要が
あります。

サーバーの管理
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ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次のタスク

サーバを再起動してコンフィギュレーションブートモード設定を有効にします。

UEFIセキュアブートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域で、[UEFI Secure Boot]チェックボックスをオフにします。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次のタスク

サーバを再起動してコンフィギュレーションブートモード設定を有効にします。

サーバーの実際のブート順の表示

サーバーの実際のブート順とは、サーバーが最後にブートされたときに BIOSによって実際に
使用されたブート順です。実際のブート順は、Cisco IMCで設定されたブート順とは異なる場
合があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS Properties]領域の [Configure Boot Order]をクリックします。

この領域には、Cisco IMCを介して設定されたブート順のデバイスと、サーバー BIOSによっ
て使用される実際のブート順が表示されます。

[設定されたブートデバイス（Configured Boot Devices）]セクションに、Cisco IMCで設定さ
れているブート順序（[基本（Basic）]または [詳細設定（Advanced）]）が表示されます。こ
の設定が変更されると、次回のサーバブート時に、Cisco IMCから BIOSにこのブート順序が
送信されます。基本設定では、デバイスタイプのみを指定できます。[詳細設定（Advanced）]
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設定では、スロット、ポート、および LUNなどの特定のパラメータを使用してデバイスを設
定できます。

設定済みのブート順序を変更する場合、または以前に設定されていたブート順序を復元する場

合は、[ブート順序の設定（Configure Boot Order）]ボタンをクリックします。これらの変更を
直ちに適用するには、サーバを再起動する必要があります。[BIOS]タブを更新すると、新しい
ブート順序を確認できます。

この情報は、次回のサーバーのブート時に BIOSにのみ送信されます。設定が変更
されるまでは、Cisco IMCから BIOSに再びブート順序の情報が送信されることは
ありません。

（注）

[Actual Boot Devices]セクションには、サーバーが最後にブートされたときにBIOSによって実
際に使用されたブート順が表示されます。次のいずれかの条件が発生すると、実際のブート順

は設定されたブート順と異なります。

•設定されたブート順を使用してブートしようとしたときに BIOSで問題が発生した。

•ユーザーが BIOSで直接、ブート順を変更した。手動による変更をオーバーライドするに
は、Cisco IMCを使用して設定済みブート順序を変更してから、サーバを再起動します。

設定されたブート順を使用して新しいポリシーを作成すると、BIOSはこの新しい
ポリシーをシステムに存在するデバイス（複数の場合あり）にマッピングしようと

します。[実際のブート順序（Actual Boot Order）]エリアに、マッピングされた実
際のデバイス名とポリシー名が表示されます。BIOSがCisco IMCで特定のポリシー
をマッピングするデバイスを見つけられない場合、[実際のブート順序（ActualBoot
Order）]エリアでは実際のデバイス名が [NonPolicyTarget]として表示されます。

（注）

1回限りのブートデバイスを使用してブートするサーバの設定
現在設定されているブート順序を乱さずに、次回のサーバブートに限り特定のデバイスから起

動するように、サーバを設定できます。1回限りのブートデバイスからサーバがブートした
ら、その後のリブートはすべて以前に設定されていたブート順序で実行されます。

始める前に

サーバのブート順を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [BIOS]タブで [Configure Boot Order]タブをクリックします。
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ステップ 3 [BIOS Properties]領域で、[Configured One Time Boot Device]ドロップダウンからオプションを
選択します。

拡張ブートデバイスを無効にしてホストが設定されている場合でも、ホストは1回
限りのブートデバイスにブートします。

（注）

サーバアセットタグの作成

始める前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 3 [Server Properties]領域で、[Asset Tag]フィールドを更新します。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

電力ポリシーの設定

電力制限

このセクションは、一部の UCS Cシリーズのサーバでのみ利用可能です。重要

パワーキャッピングによって、サーバの電力消費をアクティブに管理する方法が決定されま

す。パワーキャッピングオプションを有効にすると、システムにより電力消費がモニタされ、

割り当てられている電力制限を超えないように電力が維持されます。サーバが電力制限を維持

できない場合、またはプラットフォームの電力を修正時間内に指定の電力制限に戻すことがで

きない場合、[電力プロファイル（Power Profile）]領域の [アクション（Action）]フィールド
に指定したアクションがパワーキャッピングにより実行されます。

パワーキャッピングが有効になったら、定義された属性を持つ標準電力プロファイルまたは詳

細電力プロファイルを使用できるように複数の電力プロファイルを設定できます。標準電力プ

ロファイルを選択する場合は、電力制限、修正時間、修正アクション、中断期間、ハードキャッ

プ、ポリシー状態（有効な場合）を設定できます。詳細電力プロファイルを選択する場合は、
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標準電力プロファイルの属性の他に、ドメイン固有の電力制限、安全スロットルレベル、周囲

温度に基づくパワーキャッピング属性も設定できます。

次に示す変更は、Cisco UCS Cシリーズリリース 2.0(13)以降に適用されます。

• 2.0(13)リリースへのアップグレード後、ホストの電源を初めてオンにするときに、電力特
性評価が自動的に実行されます。それ以降は、電力特性評価は [電力特性評価の実行（Run
Power Characterization）]セクションで指定されているとおりに開始する場合にのみ実行
されます。

•また、サーバへの電源再投入が行われ、CPUまたは DIMMの設定が変更されている場合
にも、初回ホストブート時に電力特性評価が自動的に実行されます。PCIeアダプタ、
GPU、HDDなどのハードウェアが変更されている場合は、電力特性評価は実行されませ
ん。特性評価された電力範囲は、ホストの電源再投入後に存在するコンポーネントに応じ

て変更されます。

（注）

Web UIの [パワーキャッピング設定（Power Cap Configuration）]タブの [電力特性評価の実
行（Run Power Characterization）]オプションを選択すると、ホストの電源が再投入され、電
力特性評価が開始されます。

電源の冗長性ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [センサー（Sensors）]をクリックします。

ステップ 3 [Sensors]作業領域で、[Power Supply]タブをクリックします。

ステップ 4 電源装置の次のセンサープロパティを確認します。

[プロパティ（Properties）]領域

説明名前

電源装置の冗長性のステータス。[Redundancy Status]フィールド
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説明名前

電源装置の冗長性のポリシー。次のいずれかになります。

• [非冗長]：N（使用可能なPSU出力性能）は、インストー
ルされているPSUの数に等しくなります。この場合、PSU
のエラー、またはグリッドのエラーはサポートされませ

ん。

• [N+1]：N（使用可能なPSU出力性能）は、インストール
されている PSUの数から 1を引いた数に等しくなりま
す。この場合、単一の PSUのエラーはサポートされます
が、グリッドのエラーはサポートされません。

• [グリッド（Grid）]：N（使用可能なPSU出力性能）は、
インストールされている PSUの数の半分に等しくなりま
す。この場合、N個の PSUのエラー、またはグリッドの
エラーがサポートされます。このポリシーは、N個のPSU
を 1つのフィードに接続し、別の N個の PSUを別の
フィードに接続したことを暗黙的に示しています。

[冗長性ポリシー（Redundancy
Policy）]フィールド

電力特性評価の有効化

電力特性評価を有効にできるのは、一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [Power Cap Configuration]タブで、[Run Power Characterization]リンクをクリックします。

現在の電力状態に応じてホストの電源がオンになるかまたは再起動することを通知する確認

ボックスが表示されます。メッセージを確認してから [OK]をクリックしてダイアログボック
スを閉じます。

[ステータス（Status）]フィールドで、電力特性評価の進行状況を確認できます。ステータス
は、次のいずれかになります。

• [未実行（Not Run）]：工場出荷時のデフォルトにリセットされてから、電源特性評価は
一度も実行されていません。
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• [実行中（Running）]：電源特性評価プロセスが進行中です。

• [完了（Completed Successfully）]：電源特性評価は正常に実行されました。

• [デフォルトの使用（Using Defaults）]：電源特性評価の実行完了後、システムが有効な値
を取得できなかった場合は、パワーキャッピングの推奨される最小電力および最大電力と

してデフォルト値を使用します。

電力特性評価の操作の実行後、プラットフォームの電力制限の範囲が最小および最大電力

としてワット単位で [Recommended Power Cap]領域の下に読み込まれます。

パワーキャッピング制限の 3つの値が表示されます。[最小値（スロットリングを許可）
（Minimum (Allow Throttling)）]、[最小値（効率的）（Minimum (Efficient)）]、および [最
大値（Maximum）]。

• [最小値（スロットリングを許可）]：CPUのスロットリングが有効になっている場合
のシャーシの電力の下限です。

この最小電力の下限値は、[スロットルを許可（Allow Throttle）]チェック
ボックスがオンになっているときにのみ使用できます。

（注）

• [最小値（効率的）]：CPUのスロットリングが無効になっている場合のシャーシの電
力の下限です。

• [最大値（Maximum）]：シャーシの電力の上限です。

パワーキャッピングの有効化

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

•電力特性評価を実行します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [Power Capping]チェックボックスをオンにします。

これは、パワーキャッピングを有効または無効にするグローバルオプションです。

電力プロファイル設定を指定するには、このオプションを有効にする必要がありま

す。

（注）
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ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

[電源プロファイル（Power Profiles）]
複数のプロファイルを設定し、属性を設定できます。プロファイルはWeb UIまたは CLIのい
ずれかを使用して設定します。Web UIでは、プロファイルは [Power Capping]領域の下にリス
トされます。CLIで、power-cap-configコマンドを入力するとプロファイルが設定されます。
電力制限機能に関する次の電力プロファイルを設定できます。

• [標準（Standard）]：プラットフォームドメインの電力制限を設定できます。

• [詳細（Advanced）]：さまざまな属性（電力制限ポリシー、フェールセーフ電力制限ポリ
シー、周囲温度に基づく電力制限ポリシーなど）を設定できます。

標準電力プロファイルの設定

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

始める前に

•パワーキャッピングを有効にする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [Power Profiles]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

電力制限の属性を設定するために選択された

プロファイルの名前。

[名前（Name）]フィールド

電源プロファイルの編集を有効にします。[プロファイルを有効にする（EnableProfile）]
チェックボックス

オンにした場合、プロセッサがより積極的な

電源管理メカニズム、たとえば、通常の内部

メカニズムに加えて、電力制限を維持するた

めの CPUスロットリング状態（T状態）やメ
モリ帯域幅スロットリングなどを使用するよ

うにします。

[スロットルの許可（Allow Throttle）]チェッ
クボックス

サーバーの管理

24

サーバーの管理

[電源プロファイル（Power Profiles）]



説明名前

[Action]フィールドで指定したアクションが実
行される前に、プラットフォームの電力が指

定された電力制限に戻る必要のある時間（秒

単位）。

範囲は、1～ 600です。

この範囲はサーバの PSU値によって異なりま
す。

すべてのPSUモデルでサポートさ
れている最小訂正時間は 1秒で
す。ただし、DPST-1400ABモデル
と DPST-1200DB PSUモデルの場
合の最小訂正時間は 3秒です。

（注）

[訂正時間（Correction Time）]フィールド

指定した電力制限が修正用時間内に維持され

ない場合に実行されるアクション。

• [アラート（Alert）]—イベントをシスコ
IMC SELに記録します。

• [アラートおよびシャットダウン（Alert
and Shutdown）]—イベントをシスコ IMC
SELに記録し、ホストを正規の手順で
シャットダウンします。

[アクション（Action）]ドロップダウンリスト

サーバの電力上限。

指定された範囲内での電力を入力します（ワッ

ト数）。

[電力上限（Power Limit）]チェックボックス

オンにした場合、設定されている電力制限値

を超えてプラットフォーム消費が発生するこ

とはないことが保証されます。プラットフォー

ム電力消費は、構成されている電力制限値よ

り下の安全なオフセットマージンに維持され

ます。

[Set Hard Cap]チェックボックス

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

詳細電力プロファイルの設定

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。
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始める前に

•パワーキャッピングを有効にする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [Power Cap Configuration]タブの [Power Profiles]テーブルから、[Advanced]プロファイルを選択
します。

標準プロファイル設定の他に、[ドメイン固有の電力制限（Domain Specific Power Limit）]、
[安全スロットルレベル（Safe Throttle Level）]、および [周囲温度ベースのパワーキャッピン
グ（Ambient Temperature Based Power Capping）]領域が表示されます。

ステップ 4 [Domain Specific Power Limit]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

CPUの電力上限。

指定された範囲内での電力を入力します（ワッ

ト数）。

[CPU]フィールド

メモリの電力上限。

指定された範囲内の電力（ワット単位）を入

力します。

このフィールドは、Intel®Optane™

DC永続メモリモジュールを搭載
したサーバでは使用できません。

（注）

[メモリ]フィールド

プラットフォームの電力上限。

指定された範囲内での電力を入力します（ワッ

ト数）。

[Platform]フィールド

ステップ 5 [Suspend Period]領域で、[Configure]をクリックして、中断期間を特定の期間と日付に設定しま
す。

ステップ 6 [Safe Throttle Level]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

内部障害（プラットフォームやCPUの電力測
定値の欠如など）がパワーキャッピングに影

響を及ぼしている場合に適用される、安全な

スロットルポリシー。

値（秒単位）を入力します。

[フェールセーフタイムアウト（Failsafe
Timeout）]フィールド

CPUのスロットリングレベル。

範囲は、0から100までです（パーセント）。

[CPU]フィールド

メモリのスロットリングレベル。

範囲は、0から100までです（パーセント）。

[メモリ]フィールド

プラットフォームのスロットリングレベル。

範囲は、0から100までです（パーセント）。

[プラットフォーム（Platform）]フィールド

ステップ 7 [周囲温度ベースのパワーキャッピング（Ambient Temperature Based Power Capping）]領域
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

インレット（前面パネル）温度センサー値（摂

氏）。

プラットフォームのインレット温

度が指定された上限を超えると、

システムは温度による電力制限値

をパワーキャッピング上限として

使用します。

（注）

[プラットフォーム温度トリガー（Platform
Temp Trigger）]フィールド

維持する電力制限（ワット単位）。[温度による電力制限（Thermal Power Limit）]
フィールド

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

電力プロファイルのデフォルトへのリセット

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [Power Profiles]領域で、[Reset Profiles to Default]ボタンをクリックします。

この操作により、すべての電力プロファイル設定が工場出荷時のデフォルト値にリ

セットされ、パワーキャッピングが無効になります。

（注）

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

電力モニタリング

電力モニタリングは、ホストの電源がオンになる時点またはホストが起動する時点から開始し

ます。この機能は、プラットフォーム、CPU、メモリドメインから電力消費に関する統計情報
を収集し、収集期間における最小測定値、最大測定値、および平均測定値を提供します。これ

らの計測値を使用して、ドメインの電力消費トレンドを計算できます。Cisco IMCは、さまざ
まな期間（時間、日、週など）のグラフをプロットするため、この電力消費統計値を収集して

保存します。

追加で統計情報収集ポリシーを作成することはできません。また、既存のモニタリングポリ

シーは削除できません。デフォルトポリシーを変更することだけが可能です。

（注）

電力モニタリングの概要の表示

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [作業（Work）]ペインで、[電力モニタリング（Power Monitoring）]タブをクリックします。

ステップ 4 [電力モニタリングの概要（Power Monitoring Summary）]領域で、次の情報を確認します。

次の表に、最後にリブートされてからシステムとそのコンポーネントによって消費された電力

が表示されます。
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説明名前

システムが最後にリブートされてから現在までのシステムの

消費電源モニタリング時間。

モニタリング期間は、日付とHH:MM:SSという形式で表示さ
れます。

[Monitoring Period]

[シャーシ (Chassis)]の下に [モニタリング期間 (Monitoring Period)]が表示されま
す。

プラットフォーム、CPU、およびメモリ領域は、サーバ 1およびサーバ 2で使用で
きます。

（注）

ステップ 5 [Platform]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

現在サーバ、CPU、メモリで使用されている電力（ワット単
位）。

現在（Current）

システムが最後にリブートされてから現在までにサーバ、

CPU、およびメモリで使用された最小ワット数。
[Minimum]

システムが最後にリブートされてから現在までにサーバ、

CPU、およびメモリで使用された最大ワット数。
[Maximum]

定義された期間におけるサーバ、CPU、およびメモリの平均
消費電力量（ワット）。

[Average]

ステップ 6 [CPU]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

現在 CPUで使用されている電力（ワット単位）。現在（Current）

最後にリブートされてから現在までにCPUで使用された最小
ワット数。

[Minimum]

最後にリブートされてから現在までにCPUで使用された最大
ワット数。

[Maximum]

定義された期間におけるサーバ、CPU、およびメモリの平均
消費電力量（ワット）。

[Average]

ステップ 7 [Memory]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

現在メモリで使用されている電力（ワット単位）。現在（Current）
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説明名前

最後にリブートされてから現在までにメモリで使用された最

小ワット数。

[Minimum]

最後にリブートされてから現在までにメモリで使用された最

大ワット数。

[Maximum]

定義された期間におけるメモリの平均消費電力量（ワット単

位）。

[Average]

ステップ 8 [Chart Properties]領域で、グラフ、コンポーネントを確認および更新し、消費電力の詳細を表
示します。

説明名前

チャートプロパティおよびチャートでのデータ表示方法を設

定できます。

[Chart Settings]

電源統計情報およびホストサーバの使用状況に関する情報を

ダウンロードできます。ファイルはローカルダウンロード

フォルダにダウンロードされます。

ダウンロード済みの統計情報ファイルのサイズが

256KB未満の場合、ファイルをダウンロードする
と、既存のファイルとは別に、電源統計情報の

ファイルとホストサーバ使用状況に関する情報の

ファイルのセットがダウンロードされます。既存

のファイルのサイズが 256 KBを超えている場合
は、次のファイルセットによって既存のファイル

が上書きされます。

（注）

電力統計情報とサーバー使用

率データのダウンロード

（Download Power Statistics
and Server Utilization Data）

説明名前

選択した期間における各サーバの電力消費傾

向を収集できます。次のいずれかになります。

•過去1時間：5分おきのグラフを作成しま
す。

•過去 1日：現在の時刻から毎時間のグラ
フを作成します。

•過去1週間：毎日のグラフを作成します。

[チャート（Chart）]ドロップダウンリスト
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説明名前

選択した期間の消費電力を表示する対象のコ

ンポーネント。次のいずれかになります。

•シャーシ

• Server 1

• Server 2

[Component]ドロップダウンリスト

表示されるデフォルト値は Platformです。[Domain]ドロップダウンリスト

選択したコンポーネントの指定した期間の消

費電力が表示されます。

[Plot]ボタン

電源モニタリングサマリを [チャート
（Chart）]ビューまたは [テーブル（Table）]
ビューのどちらで表示するかを選択します。

[チャート/テーブル]ビュー（マウスのカーソ
ルを合わせると表示されます）

表示するチャートのタイプを選択します。次

のいずれかを選択できます。

• [折れ線グラフ（Line Chart）]：電力モニ
タリングデータが折れ線グラフで表示さ

れます。

• [縦棒グラフ（Column Chart）]：電力モニ
タリングデータが縦棒グラフで表示され

ます。

デフォルトのグラフ：折れ線グラフです。

[グラフ（Chart）]ドロップダウン
リストで [先週（LastWeek）]が選
択され、複数のコンポーネントが

選択された場合、縦棒グラフは表

示されず、デフォルトで折れ線グ

ラフが表示されます。このような

シナリオでは、次のメッセージが

表示されます。選択した設定で

は、縦棒グラフをプロットするこ

とはできません。折れ線グラフに

戻ります。

（注）

[チャートタイプ（Chart Type）]（マウスの
カーソルを合わせると表示されます）

このチェックボックスをオンにすると、選択

した期間における、選択したコンポーネント

の現在の消費電力量がチャートに表示されま

す。

[現在（Current）]チェックボックス
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、選択

した期間における、選択したコンポーネント

の平均消費電力量がプロットに表示されます。

[平均（Average）]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、選択

した期間における、選択したコンポーネント

の最大消費電力量（ワット単位）がプロット

に表示されます。

[最大（Maximum）]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、選択

した期間における、選択したコンポーネント

の最小消費電力量（ワット単位）がプロット

に表示されます。

[最小（Minimum）]チェックボックス

チャートでの電力統計の表示

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

始める前に

•パワーキャッピングを有効にする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [作業（work）]ペインで、[電力モニタリング（Power Monitoring）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Monitoring]タブで、チャートとコンポーネントを確認して更新し、電力消費の詳細を
確認します。
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説明名前

選択した期間における各サーバの電力消費傾

向を収集できます。次のいずれかになります。

• [過去 1時間（Last One Hour）]：5分間隔
のチャートをプロットします。

• [過去 1日（Last One Day）]：現在時刻か
ら 1時間間隔のチャートをプロットしま
す。

• [過去 1週間（Last OneWeek）]：1日間隔
のチャートをプロットします。

[チャート（Chart）]ドロップダウンリスト

選択した期間の消費電力を表示する対象のコ

ンポーネント。次のいずれかになります。

• Platform

• CPU

•メモリ

•すべて

[コンポーネント（Component）]ドロップダウ
ンリスト

このチェックボックスをオンにすると、選択

した期間における、選択したコンポーネント

の最大消費電力量（ワット単位）がプロット

に表示されます。

[最大（Maximum）]チェックボックス

オンにすると、選択した期間に選択したコン

ポーネントが消費した最小ワット数がグラフ

に表示されます。

[最小（Minimum）]チェックボックス

オンにすると、選択した期間に選択したコン

ポーネントが消費した平均電力量がグラフに

表示されます。

[平均（Average）]チェックボックス

オンにすると、選択した期間に選択したコン

ポーネントが消費した現在の電力がグラフに

表示されます。

[現在（Current）]チェックボックス

指定した期間に選択したコンポーネントが消

費した電力が表示されます。

[Plot]ボタン

電力測定値チャートに、選択されている期間における各種コンポーネントの電力消費値がプ

ロットされます。これらの電力消費値は、ホストの電源がオンになった時点から取り込まれま

す。電力プロファイルが有効な場合、チャートには電力制限が赤色の線としてプロットされま
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す。このプロットから、システムの電力消費トレンドを確認できます。特定のドメインに設定

されている電力制限値を確認するには、これらのトレンド線にマウスを移動します。

標準プロファイルを選択する場合、トレンド線は電力制限を示します。詳細プロファイルを選

択する場合、電力プロファイル設定に応じてトレンド線はCPU、メモリ、およびプラットフォー
ムの電力制限を示します。

[PowerCapConfiguration]タブでプロファイルが無効な場合は、トレンド線は表示さ
れません。

（注）

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

電力統計とサーバ使用率データのダウンロード

このオプションを使用できるのは一部の Cisco UCS Cシリーズサーバーだけです。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [電源管理（Power Management）]をクリックします。

ステップ 3 [作業（Work）]ペインで、[電力モニタリング（Power Monitoring）]タブをクリックします。

ステップ 4 [電力モニタリング（Power Monitoring）]タブで [電力統計とサーバ使用率データのダウンロー
ド（Download Power Statistics and Server Utilization Data）]をクリックします。

ファイルはローカルダウンロードフォルダにダウンロードされます。

ダウンロード済みの統計情報ファイルのサイズが 256 KB未満の場合、ファイルを
ダウンロードすると、既存のファイルとは別に、電源統計情報のファイルとホスト

サーバ使用状況に関する情報のファイルのセットがダウンロードされます。既存の

ファイルのサイズが 256 KBを超えると、次のファイルのセットが既存のファイル
を上書きします。

（注）

電力復元ポリシーの設定

電力復元ポリシーによって、シャーシの電力供給が失われた後、サーバーに電力を復元する方

法が決定されます。
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始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで[電源ポリシー（Power Policies）]タブをクリックします。

ステップ 3 [Power Restore Policy]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

予期しない電源損失後、シャーシ電源が復元されたときに実

行されるアクション。次のいずれかになります。

• [電源オフ（PowerOff）]：手動で再起動されるまで、サー
バーはオフのままです。

• [電源オン（PowerOn）]：電源が復元されたときに、サー
バーは通常どおりに起動できます。サーバーはただちに

再起動できますが、任意で一定の遅延またはランダムな

遅延後に再起動することもできます。

• [最後の状態を復元（Restore Last State）]：サーバーが再
起動し、システムは電源喪失前に実行されていたプロセ

スの復元を試みます。

[電力復元ポリシー（Power
Restore Policy）]ドロップダウ
ンリスト

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

ファンポリシーの設定

ファン制御ポリシー

ファン制御ポリシーを使ってファンの速度を制御することにより、サーバの消費電力を削減

し、ノイズレベルを下げることができます。これらのファンポリシーが導入される前は、い

ずれかのサーバコンポーネントの温度が設定済みしきい値を超過した場合に、ファン速度が自

動的に増加しました。ファン速度を低く抑えるために、通常、コンポーネントのしきい値温度

を高い値に設定しました。この動作はほとんどのサーバ構成に最適でしたが、次のような状況

に対処できませんでした。

•最大の CPUパフォーマンス
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高パフォーマンスを得るには、いくつかの CPUを設定済みしきい値よりもかなり低い温
度に冷却する必要があります。これは非常に高速なファン速度を必要とし、結果として電

力消費とノイズレベルが増大しました。

•低電力消費

電力消費を最も低く抑えるにはファンを非常に遅くする必要があり、場合によっては、

ファン停止をサポートするサーバで完全に停止する必要があります。ただし、ファンの速

度を遅くすると、結果としてサーバが過熱します。この状況を回避するには、可能な最低

速度よりもやや速くファンを作動させる必要があります。

ファンポリシーを導入すると、サーバ内のコンポーネントに基づき、そのサーバに適したファ

ン速度を決定できます。さらに、最大の CPUパフォーマンスと低消費電力に関連する問題に
対処するために、ファン速度を設定することができます。

次のファンポリシーの中から選択できます。

• [バランス（Balanced）]：この設定はほとんどのサーバー構成を冷却できますが、PCIeカー
ドは容易に過熱するため、これらのカードのあるサーバーには適していない可能性があり

ます。

• [パフォーマンス（Performance）]：この設定は、高パフォーマンスを得るために最高速度
でファンを作動させる必要のあるサーバー構成に使用できます。この設定により、ファン

速度は、Balancedファンポリシーで設定されたファン速度と同じ速度またはより高速で動
作します。

このオプションを使用できるのは一部のCシリーズサーバーだけ
です。

（注）

• [低電力（Low Power）]：この設定は、PCIeカードが含まれない最小構成のサーバに最適
です。

• [高電力（High Power）]：このポリシーは、容易に過熱して高温になるPCIeカードを含む
サーバーに最適です。

• [最大電力（Maximum Power）]：この設定は、非常に高いファン速度を必要とするサー
バー構成に使用できます。このポリシーは、容易に過熱して非常に高温になる PCIeカー
ドを含むサーバに最適です。

• Acoustic：この設定は、ファンのノイズレベルを設定するために使用できます。これによ
り、サーバのノイズリダクションが可能になります。

このポリシーを適用すると、システムパフォーマンスに影響するパフォーマンススロッ

トリングが発生する可能性があります。過剰な温度またはパフォーマンスイベントがイベ

ントログに記録されている場合は、低電力などの標準のファン制御ポリシーを選択しま

す。これは、中断のない変更です。
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このオプションは、CiscoUCSC220M5、C240SDM5、C240M5、
C220M6、C240M6、C245M6、C225M6、C220M7、およびC240
M7サーバーでのみ使用できます。これらのサーバーでは、[音響
（Acoustic）]がデフォルトのファンポリシーです。

他のサーバーの場合、デフォルトのファンポリシーは、サーバー

構成とサーバーに存在するPCIeカードの数によって異なります。

（注）

Cisco UCS M5サーバーの場合、Cisco IMCでファンポリシーを設定することはできますが、
実際のファン作動速度はサーバーの構成要件により決定されます。PCIeカードには、温度要件
に応じて最小ファン速度のタグが付けられています。サーバーにこれらの PCIeカードが装備
されている場合、タグ付けされた要件を下回るファンポリシーを構成することはできません。

（注）

[構成ステータス（Configuration Status）]には、Cisco UCS M5サーバーで構成されたファン
ポリシーのステータスが表示されます。次のいずれかになります。

• [SUCCESS]：選択されたファンポリシーはサーバで実行されている実際のファン速度に一
致します。

• [PENDING]：設定されたファンポリシーはまだ有効になっていません。この原因として、
以下が考えられます。

•サーバの電源がオフになっている

• BIOS POSTが完了していない

• [ファンポリシーの上書き（FANPOLICYOVERRIDE）]：指定されたファン速度を、サー
バーの設定要件によって決定された実際の速度で上書きします。

• Cisco UCS C220 M7、C240 M7、C220 M6、C240 M6、UCS C220 M5、C240 M5、C240 SD
M5、C125M5、C480M5、C480-M5MLの場合、[適用されるファンポリシー（Applied fan
policy）]は、サーバーに存在する PCIeカードによって異なります。

• Cisco UCS C225 M6および C245 M6の場合、[適用されるファンポリシー（Applied fan
policy）]は、サーバーに存在する PCIeカードまたは特定のCPUタイプによって異なりま
す。

（注）

ファンポリシーの設定

サーバー設定およびサーバーコンポーネントに基づいて適切なファンポリシーを決定できま

す。
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始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで[電源ポリシー（Power Policies）]タブをクリックします。

ステップ 3 [Configured Fan Policy]領域で、ドロップダウンリストからファンポリシーを選択します。次
のいずれかを指定できます。
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説明名前

[ファンポリシー（Fan Policy）]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

次のいずれかになります。

• [バランス（Balanced）]：この設定はほと
んどのサーバー構成を冷却できますが、

PCIeカードは容易に過熱するため、これ
らのカードのあるサーバーには適してい

ない可能性があります。

• [パフォーマンス（Performance）]：この設
定は、高パフォーマンスを得るために最

高速度でファンを作動させる必要のある

サーバー構成に使用できます。この設定

により、ファン速度は、Balancedファン
ポリシーで設定されたファン速度と同じ

速度またはより高速で動作します。

このオプションを使用できる

のは一部の Cシリーズサー
バーだけです。

（注）

• [低電力（Low Power）]：この設定は、
PCIeカードが含まれない最小構成のサー
バに最適です。

• [高電力（High Power）]：このポリシー
は、容易に過熱して高温になるPCIeカー
ドを含むサーバーに最適です。

• [最大電力（Maximum Power）]：この設
定は、非常に高いファン速度を必要とす

るサーバー構成に使用できます。このポ

リシーは、容易に過熱して非常に高温に

なる PCIeカードを含むサーバに最適で
す。

• Acoustic：この設定は、ファンのノイズ
レベルを設定するために使用できます。

これにより、サーバのノイズリダクショ

ンが可能になります。

このポリシーを適用すると、システムパ

フォーマンスに影響するパフォーマンス

スロットリングが発生する可能性があり

ます。過剰な温度またはパフォーマンス

イベントがイベントログに記録されてい

る場合は、低電力などの標準のファン制

御ポリシーを選択します。これは、中断
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説明名前

のない変更です。

このオプションは、CiscoUCS
C220M5、C240 SDM5、C240
M5、C220 M6、C240 M6、
C225 M6、C245 M6、C220
M7、および C240 M7サー
バーでのみ使用できます。

CiscoUCSCシリーズM6サー
バー、Cisco UCS Cシリーズ
M7サーバー、および Cisco
UCS C240 SD M5サーバーの
場合、[アコースティック
（Acoustic）]がデフォルトの
ファンポリシーです。

他のすべてのサーバーでは、

デフォルトのファンポリシー

は [低電力（Low Power）]で
す。

（注）
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説明名前

サーバ上で稼働するファンの実際の速度。

設定済みのファンポリシーが有効になってい

ない場合は、[なし（N/A）]が表示されます。
設定されたファンポリシーは、サーバーの電

源が入り、POSTが完了すると有効になりま
す。

（注） • Cisco UCS C220 M7、C240
M7、C220 M6、C240 M6、
UCS C220 M5、C240 M5、
C240 SDM5、C125M5、C480
M5、C480-M5MLの場合、[適
用されるファンポリシー

（Applied Fan Policy）]は、
サーバーに存在するPCIeカー
ドによって異なります。

• Cisco UCS C225 M6および
C245M6の場合、[適用される
ファンポリシー（AppliedFan
Policy）]は、サーバーに存在
する PCIeカードまたは特定
のタイプのCPUによって異な
ります。

[Applied Fan Policy]フィールド
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説明名前

ファンポリシーの設定のステータス。次のい

ずれかになります。

• [成功（SUCCESS）]：設定したファン速
度とサーバで実行している実際のファン

速度が一致しています。

• [保留中（PENDING）]：設定されている
ファンポリシーが有効になっていませ

ん。この原因として、以下が考えられま

す。

•サーバの電源がオフになっている

• BIOS POSTが完了していない

• [ファンポリシーの上書き（FAN POLICY
OVERRIDE）]：指定されたファン速度
を、サーバーの設定要件によって決定さ

れた実際の速度で上書きします。

Cisco UCS C220 M7、C240 M7、
C220 M6、C240 M6、UCS C220
M5、C240M5、C240SDM5、C125
M5、C480 M5、C480 M5 MLの場
合、[適用されるファンポリシー
（Applied Fan Policy）]は、サー
バーに存在するPCIeカードによっ
て異なります。

（注）

Cisco UCS C225 M6および C245 M6の場合、
[適用されるファンポリシー（Applied Fan
Policy）]は、サーバーに存在するPCIeカード
または特定の CPUタイプによって異なりま
す。

[Configuration Status]フィールド

急速冷却を有効にするには、このオプション

をオンにします。

このオプションは、Cisco UCS
C220 M7、C240 M7、C220 M6、
C240 M6、C245 M6、および C225
M6サーバーでのみ使用できます。

（注）

[急速冷却の有効化（Enable Aggressive
Cooling）]チェックボックス
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ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

DIMMのブラックリスト化の設定

DIMMのブラックリスト化
Cisco IMCで、デュアルインラインメモリモジュール（DIMM）の状態は、SELイベントレ
コードに基づいています。BIOSが BIOSポスト中のメモリテスト実行時に 16000のエラー件
数を伴う修正不可能なメモリエラーまたは修正可能なメモリエラーに遭遇した場合、DIMM
は不良と判断されます。不良とマークされた DIMMは機能しないデバイスと見なされます。

DIMMのブラックリスト化を有効にすると、Cisco IMCはメモリテスト実行メッセージをモニ
タし、あらゆる時点でDIMM SPDデータ内でメモリエラーに遭遇した DIMMをブラックリス
トに載せます。これにより、ホストはこれらの DIMMをマップから外すことができます。

DIMMがマップから外されるかまたはブラックリストに追加されるのは、修正不可能なエラー
が発生した場合だけです。DIMMがブラックリスト化されると、同じチャネル上にある他の
DIMMが無視されるかディセーブルとなり、そのDIMMは不良として見なされなくなります。

16000修正可能エラーの場合、DIMMがマップから外されることや、ブラックリストに追加さ
れることはありません。

（注）

DIMMのブラックリストのイネーブル化

始める前に

•管理者としてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [インベントリ（Inventory）]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Memory]タブをクリックします。

ステップ 4 [Memory]ペインの [DIMMBlack Listing]領域で、[Enable DIMMBlack List]チェックボックスを
オンにします。
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BIOSの設定

Configuring BIOS Settings

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューで、[BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOS]タブで、[BIOSの設定（Configure BIOS）]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバーモデル別 BIOSパラメータを参照して次のタブを更新します：

• I/O

•サーバ管理

•セキュリティ

•プロセッサ

•メモリ

•電源/パフォーマンス

使用可能な BIOSパラメータは、使用しているサーバのモデルによって異なりま
す。

（注）

1タブ個のタブで使用できる BIOSパラメータは、表示しているタブのパラメータ
だけではなく、すべての利用可能なタブのパラメータに影響を与える可能性があり

ます。

重要

BIOSセットアップの開始

始める前に

•サーバの電源が投入されている。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で [Enter BIOS Setup]をクリックします。

ステップ 4 プロンプトで [OK]をクリックします。
BIOSセットアップの開始が有効になります。再起動時に、サーバは BIOSセットアップを開
始します。

BIOS CMOSのクリア

始める前に

•サーバの電源が投入されている。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域の [Clear BIOS CMOS]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確定します。
BIOS CMOSがクリアされます。

製造元のカスタム BIOS設定の復元

始める前に

•サーバーの電源が投入されている。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Restore Manufacturing Custom Settings]をクリックします。

ステップ 5 サーバをすぐに再起動する場合は、[はい (Yes)]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

BIOSデフォルトの復元

始める前に

•サーバの電源が投入されている。

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 4 [アクション (Actions)]領域で、[デフォルトの復元 (Restore Defaults)]をクリックします。

ステップ 5 サーバをすぐに再起動する場合は、[はい (Yes)]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

BIOSプロファイル
Cisco UCSサーバでは、デフォルトのトークンファイルはすべての S3260サーバプラット
フォームに使用可能で、グラフィックユーザインターフェイス（GUI）、CLIインターフェイ
ス、および XML APIインターフェイスを使用して、これらのトークンの値を設定できます。
サーバーパフォーマンスを最適化するには、これらのトークン値を特定の組み合わせで設定す

る必要があります。

BIOSプロファイルを設定することで、正しい組み合わせのトークン値が設定された事前設定
トークンファイルを使用することができます。利用可能な事前設定プロファイルには、仮想
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化、高性能、低電力などがあります。シスコのWebサイトから事前設定トークンファイルの
さまざまなオプションをダウンロードし、BMCを介してサーバに適用できます。

ダウンロードしたプロファイルを編集し、トークンの値を変更したり、新しいトークンを追加

したりできます。これにより、応答時間なしで、要件に合わせてプロファイルをカスタマイズ

できます。

BIOSプロファイルのアップロード
リモートサーバの場所またはブラウザクライアントから BIOSプロファイルをアップロード
できます。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOSプロファイルの設定（Configure BIOS Profile）]タブをクリックします。

ステップ 4 リモートサーバの場所を使用して BIOSプロファイルをアップロードするには、[BIOSプロ
ファイル（BIOS Profile）]領域で [アップロード（Upload）]ボタンをクリックします。

ステップ 5 [BIOSプロファイルのアップロード（Upload BIOS Profile）]ダイアログボックスで、次の
フィールドを更新します。

説明名前

リモートサーバーのタイプ。次のいずれかに

なります。

• TFTP

• FTP

• SFTP

• SCP

• [HTTP]

[Upload BIOS Profile from]ドロップダウンリ
スト

BIOSプロファイル情報を有効にするサーバー
の IPアドレスまたはホスト名。[Upload BIOS
Profile from]ドロップダウンリストの設定に
よって、フィールド名は異なる場合がありま

す。

[サーバーIP/ホスト名（Server IP/Hostname）]
フィールド
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説明名前

リモートサーバー上の BIOSプロファイルの
パスおよびファイル名。

[パスおよびファイル名（Path and Filename）]
フィールド

リモートサーバのユーザ名。[ユーザ名（Username）]フィールド

リモートサーバのパスワード。[パスワード（Password）]フィールド

選択したBIOSプロファイルをアップロードし
ます。

このアクションを実行中にリモー

トサーバのタイプとして SCPま
たは SFTPを選択した場合、ポッ
プアップウィンドウが表示され、

そこに [サーバ（RSA）鍵フィン

ガープリントは

<server_finger_print _ID>です。続

行しますか?（Server (RSA) key
fingerprint is <server_finger_print

_ID> Do you wish to continue?）]と
いうメッセージが表示されます。

サーバフィンガープリントの信頼

度に応じて、[Yes]または [No]を
クリックします。

フィンガープリントはホストの公

開キーをベースにしており、接続

先ホストの特定や確認に利用でき

ます。

（注）

[アップロード（Upload）]ボタン

サーバに保管されているファームウェアバー

ジョンには変更を加えることなく、ウィザー

ドを閉じます。

[Cancel]ボタン

ステップ 6 ブラウザクライアントを使用して BIOSプロファイルをアップロードするには、[BIOSプロ
ファイル（BIOS Profile）]領域で [アップロード（Upload）]ボタンをクリックします。

ステップ 7 [BIOSプロファイルのアップロード（Upload BIOS Profile）]ダイアログボックスで、次の
フィールドを更新します。

説明名前

アップロードする BIOSプロファイル。[File]フィールド

サーバーの管理

49

サーバーの管理

BIOSプロファイルのアップロード



説明名前

ダイアログボックスが表示され、そこで、該当するファイル

にナビゲートすることができます。

[Browse]ボタン

次のタスク

BIOSプロファイルをアクティブにします。

BIOSプロファイルのアクティブ化

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [BIOSプロファイルの設定（Configure BIOS Profile）]タブをクリックします。

ステップ 4 [BIOSプロファイル（BIOS Profile）]領域から BIOSプロファイルを選択し、 [アクティブ化
（Activate）]をクリックします。

ステップ 5 プロンプトで [はい（Yes）]をクリックし、BIOSプロファイルをアクティブにします。

BIOSプロファイルの削除

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 4 [BIOS Profile]領域から BIOSプロファイルを選択し、[Delete]をクリックします。
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ステップ 5 プロンプトで [OK]をクリックし、BIOSプロファイルを削除します。

BIOSプロファイルのバックアップ

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 4 [BIOS Profile]領域から BIOSプロファイルを選択し、[Take Backup]をクリックします。

ステップ 5 プロンプトで[OK]をクリックし、BIOSプロファイルのバックアップを作成します。

次のタスク

BIOSプロファイルをアクティブにします。

BIOSプロファイルの詳細の表示

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 4 [BIOS Profile]領域から BIOSプロファイルを選択し、[Details]をクリックします。

ステップ 5 [BIOSプロファイルの詳細（BIOS Profile Details）]ウィンドウで、次の情報を確認します。
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説明名前

BIOSプロファイルのトークン名が表示されます。[トークン名（Token Name）]
カラム

BIOSプロファイルのユーザ名が表示されます。[表示名（DisplayName）]カラ
ム

アップロードされたファイルに設定された値が表示されます。[プロファイル値（Profile
Value）]カラム

アクティブな BIOS設定の値が表示されます。[実際の値（Actual Value）]カ
ラム

セキュアブート証明書の管理
4.2 (2a)リリース以降、Cisco IMCでは、設定されたセキュア HTTPブートデバイス用に最大
10個の証明書をアップロードできます。構成された特定のブートデバイスの新しい証明書を
削除してアップロードすることもできます。Cisco IMCでは、最大 10個のルート CA証明書を
アップロードできます。

セキュアブート証明書の詳細の表示

アップロード済みのセキュアブート証明書の詳細を表示できます。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザーとして adminとしてログインする必要
があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [セキュアブート証明書の管理（Secure Boot Certificate Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 証明書の表から、表示したい証明書を選択します。

ステップ 5 テーブルの上にある [セキュアブート証明書の表示（View Secure Boot Certificate）]アイコン
をクリックします。

ステップ 6 [セキュアブート証明書の表示（View Secure Boot Certificate）]ダイアログボックスが表示さ
れます。

サーバーの管理

52

サーバーの管理

セキュアブート証明書の管理



以下の情報を確認できます。

表 1 : [一般（General）]領域

説明フィールド

Cisco IMCによって割り当てられた証明書識別
子を表示します。

[証明書識別子（Certificate ID）]フィールド

サーバーのシリアル番号。[Serial Number]フィールド

証明書の有効期間の開始日[Valid From]フィールド

証明書の失効日。[Valid To]フィールド

表 2 :サブジェクトエリア

説明フィールド

証明書の国コード。[Country Code]フィールド

証明書の地域。[Locality]フィールド

証明書の状態。[State Name]フィールド

証明書の組織。[組織名（Organization Name）]フィールド

証明書の組織単位。[Organization Unit]フィールド

証明書名。[Common Name]フィールド

表 3 :発行者エリア

説明フィールド

発行者の国コード。[Country Code]フィールド

発行者の地域。[Locality]フィールド

発行者の状態。[State Name]フィールド

発行者の組織。[組織名（Organization Name）]フィールド

発行者の組織単位。[Organization Unit]フィールド

発行者名。[Common Name]フィールド
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セキュアブート証明書のアップロード

ブート証明書は、リモートサーバーの場所またはローカルの場所からアップロードできます。

始める前に

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザーとして adminとしてログインする
必要があります。

•ローカルアップロードを使用してアップロードする場合は、証明書ファイルがローカルで
アクセス可能なファイルシステムに存在することを確認してください。

•生成された証明書のタイプが [Server]であることを確認します。

•次の証明書形式がサポートされています。

• • .crt

• • .cer

• • .pem

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [セキュアブート証明書の管理（Secure Boot Certificate Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 起動証明書をアップロードするには、アップロードボタン（+）をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかの方法を使用して、証明書をアップロードできます：

•証明書の貼り付けテキストフィールドに証明書を直接貼り付けます

•ローカルロケーションからアップロード

•リモートロケーションからアップロード

[セキュアブート証明書の追加（Add Secure Boot Certificate）]ダイアログボックスで、証明
書をアップロードする方法に従ってフィールドを更新します：
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表 4 :セキュアブート証明書の追加

説明フィールド

署名付き証明書の内容全体をコピーして、証

明書の内容を貼り付けテキストフィールドに

貼り付けることができます。

アップロードの前に、証明書に署

名が付されていることを確認しま

す。

（注）

[セキュアブート証明書を貼り付け（Paste
Secure Boot Certificate）]ラジオボタン

追加する認証局証明書ファイルの場所を参照

してナビゲートできます。

[ローカルラジオ（Upload from local）]ボタン
からアップロード
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説明フィールド

リモートロケーションの証明書を選択してアッ

プロードできます。次の詳細を入力します。

•からセキュアブート証明書をアップロー
ド—

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

• [サーバー IP/ホスト名（Server
IP/Hostname）]—証明書ファイルの保管
先とするサーバーの IPアドレスまたはホ
スト名。ドロップダウンリストの証明書

アップロードの設定に応じて、フィール

ドの名前が異なる場合があります。

• [パスおよびファイル名（Path and
Filename）]：リモートサーバーにファイ
ルをアップロードする際に Cisco IMCが
使用する必要があるパスおよびファイル

名。

• [ユーザ名（Username）]—リモートサー
バーにログインするためにシステムが使

用するユーザー名。プロトコルが TFTP
または HTTPの場合、このフィールドは
適用されません。

• [パスワード（Password）]—リモートサー
バーのユーザー名のパスワード。プロト

コルが TFTPまたは HTTPの場合、この
フィールドは適用されません。

[リモートロケーションからアップロード
（Download from remote location）]ラジオボ
タン

証明書をサーバーにアップロードできるよう

にします。

セキュアブート証明書ボタンのアップロード

サーバーの管理

56

サーバーの管理

セキュアブート証明書のアップロード



セキュアブート証明書の削除

Cisco IMCにすでにアップロードされているブート証明書を削除できます。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザーとして adminとしてログインする必要
があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 作業ウィンドウで [BIOS]タブをクリックします。

ステップ 3 [セキュアブート証明書の管理（Secure Boot Certificate Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 証明書の表から、削除したい証明書を選択します。

ステップ 5 テーブルの上にある [セキュアブート証明書の削除（Delete Secure Boot Certificate）]アイコ
ンをクリックします。

ステップ 6 確認のために [はい（Yes）]をクリックします。

前面パネルの動的温度しきい値の設定
前面パネルの動的温度しきい値オプションを使用すると、前面パネルの温度センサーの重要な

上限しきい値を設定できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [シャーシ（Chassis）]メニューをクリックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューの [センサー（Sensors）]をクリックします。

ステップ 3 [センサー（Sensors）]ペインの [温度（Temperature）]タブをクリックします。

ステップ 4 [前面パネルの動的温度しきい値（Dynamic Front Panel Temperature Threshold）]領域を展開し、
[クリティカル（Critical）]フィールドで前面パネルの温度センサーの重要な上限しきい値を入
力します。8～ 50の値を入力できます。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
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永続メモリモジュール
Cisco UCS Cシリーズリリース 4.0(4)は、Intel® Optane™ Data Center永続メモリモジュール (第
二世代インテル

®Xeon® Scalableプロセッサに基づくUCMM5サーバ上)のサポートを導入しま
す。永続メモリモジュールは、第二世代インテル

® Xeon® Scalableプロセッサでのみ使用でき
ます。

永続メモリモジュールは、メモリの低遅延とストレージの永続化を実現する不揮発性メモリ

モジュールです。永続メモリモジュールに保存されているデータは、他のストレージデバイ

スに比べてすぐにアクセスでき、電源サイクルで保持されます。

永続メモリモジュールの設定の詳細については、『Cisco UCS: Intel® Optane™ Data Center永続
メモリモジュールの設定と管理』を参照してください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/persistent-memory/b_Configuring_Managing_DC-Persistent-Memory-Modules.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/persistent-memory/b_Configuring_Managing_DC-Persistent-Memory-Modules.html
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